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『土木の日』～湊川隧道通り抜け～　に約2600人が参加
平成30年11月11日㈰10：00～14：00

今年も好天に恵まれ昨年の参加者人数を上回る参加であり、約7割の人に長田橋まで完歩してもらいました。
神戸土木事務所が行ったアンケート(989 人）では、初めての参加者が約8割で、神戸市内75％、神戸市外
16％、県外は９％で、東は千葉や埼玉、西は長崎、福岡など遠隔地からの参加者も多く、ほとんどの参加者から
「良かった」との評価をいただきました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(撮影；前畑洋平)
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偶然に見つかった扁額‘湊川’、必然的に見つけた扁額‘天長地久’（前篇）

湊川隧道の上流側坑門の扁額「湊川」、下流側坑門の扁額「天長地
久」は小松宮彰仁親王による揮毫であるが、その真筆が存在している
ことなど予想もしていなかった。しかし、ある偶然から‘湊川’が見
つかったことから、‘天長地久’は必然的に見つけることができた。
　さて、偶然に見つかった‘湊川’であるが、話は平成27年7月
頃、当時神戸土木事務所の岡本課長補佐（彼こそが偶然の当事者）
を含む十数人の職員諸氏に私が湊川の付替えや隧道の歴史などにつ
いて説明をしたことに始まる。彼は以前に自分が関係した仕事で工
事説明のために市内の不動産会社を訪れ、その社内の壁に‘湊川’と書かれた大きな額縁があることを何
気なく覚えていたようである。このため、彼は私が説明に使う資料の中で‘湊川’の扁額のことや湊川改
修株式会社の出資者などについての話を聞き、仕事で訪ねた不動産会社の室内に額縁があったことを思い
出し、私にそのことを教えてくれた。私はこの情報を俄かに信じられなかったが、すぐに彼の紹介で不動
産会社社長の小野成伍氏（湊川改修株式会社の出資者の一人である小野権四郎氏の子孫）にお会いし、写
真にあるような真筆を確認できた。この時のうれしさと興奮は今でも忘れることができない。岡本課長補
佐が会社を訪ねていなかったら額縁の存在を知るよしもないし、私も彼に出会っていなければ今でも真筆
は見つかっていないと思う。岡本課長補佐には感謝、感謝。

（湊川隧道保存友の会副会長　佐々木良作）
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近代土木遺産の紹介⑧

逆瀬川床固工群
　六甲山地の大部分は花崗岩で形成されている。花崗岩は風化作用が進むと崩れやすくなり“真砂土”に
なる。この真砂土が流出して扇状地や天井河川が形成された。
　逆瀬川は六甲山地東端部の小笠峠を源に発し、宝塚市中部を東流して武庫川
に注いでいる。
　六甲山地でも最も裸地化が進んでいた逆瀬川は、中流部には芦屋断層がある。
明治25（1892）年７月に大規模で甚大な土砂災害が発生し、明治28（1895）
年に兵庫県で最初の砂防工事（山腹工）が夢前川の水源部と共に行われた。
　逆瀬川は大正期に中流部から上流部にかけて土砂災害防止のために石積堰堤
が築造された。その中でも鎧積堰堤は、積み石の表面に突き出したこぶにより、
目地に直接水や砂礫が当たらないように工夫されている。残念ながら現在では
この砂防独特の鎧積工をできる石工はいない。
　昭和に入り砂防工事は、河道の縦横浸食防止の流路工が施工されるように
なった。豊岡市出身で“砂防の父“と呼ばれる内務省砂防技術者の赤木正雄博
士の指導により、全国で初めて砂防工事としての流路工が逆瀬川で施工された。
昭和３(1928)～９(1934)年に下流部の約２kmにおいて、玉石積の護岸（河幅
18ｍ)、石積床固工(25基)が築造された。
　逆瀬川は、源流から武庫川の合流点に至るまで明治時代から延々と砂防工事
が施工され、近代砂防史上貴重な構造物が残る砂防河川である。
　兵庫県は、砂防事業１００周年を記念するとともに砂防をＰＲするために、
平成３（1991）年度に中流部のゆずり葉緑地公園内に砂防モニュメント(高さ
14.8ｍ、直径20.0ｍ)を建設した。(湊川隧道保存友の会理事　西海伸行)
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B面の神戸・新開地ツアー地域の紹介⑫

まちＰＲオフィス　西　島　陽　子

　20館以上の劇場・映画館を抱え“東の浅草、西の新開地”と謳われた時代
から、“行ってはいけないまち”と言われるようになり、本格的なまちづく
りが始まって30年以上にもなる神戸・新開地。私がこのまちに関わるように
なったのは2005年のこと。1901年に湊川隧道が竣工した4年後、旧湊川を埋
め立てた跡地に‘湊川新開地’と呼ばれるまちが誕生したことからこの年を
まちの生誕年として定め、100周年を迎えた新開地をＰＲするという役目を
仰せつかった。
　当時、大阪から神戸に移住してまだ３年ほどだった私にとって、新開地は友人たちから聞いていた“こわい
まち”ではなく、“オモシロイまち”に映った。まいにち公演が行われている大衆演劇場に、ツウ好みな２本
立ての名画座。そして、それぞれに歴史や物語があり、しかも安くて美味しい居酒屋や喫茶店。雑誌やガイド
ブックには載らないけれど、載らないことが魅力でもある隠れ家感。そんなまちのキャッチコピーを『Ｂ面の
神戸』として、上手くつなげたのが100回の開催を経て2018年9月に終了した「ザ・シンカイチツアー」だ。
予約開始日には電話が殺到し５分で満員になるという状況が続いたのは想定外だったが、男性のまちのイメー
ジを逆手にとって、あえて女性限定にしたのが人気の理由だった。10名限定で初心者限定。リピーターお断り
にしたことが功を奏して、参加者たちが後日、友人や家族を連れてオリジナル新開地ツアーをしている姿を見
るのも定番となった。
　いつしか客の大半がおっちゃんだった居酒屋のカウンターには女性や若者が当たり前に座っていて、ビール
を飲みながら熱々のおでんをつついていることに違和感がなくなった。新開地は、もう“こわいまち”ではな
くなったのだ。

新開地ミニツアー








